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第2回近畿デンタルサミット開催にあたり
第2回近畿デンタルサミット

 会 小山 邦宏

 科技  を 指す若者の減少に伴い、 科技  の 齢化が近年加速度的

に進んでいます。このような状況下で、 科技  会として何ができるのか？

と模索し、様々な試みの一つとして、１回目の近畿デンタルサミットを4年前

の2019年9月に開催されました。その後、ご存じのようにコロナ禍の影響で

様々な学術大会ならびに講演会等はオンライン開催を余儀なくされ、その結果

会場へ出掛ける必要がなく時間的に余裕ができた反面、対面開催で得られる臨

場感やコミュニケーションの場を得ることができませんでした。そのため 科

技工業界に限ったことではありませんが、活気が失せた時期であったことは否

めません。しかし新型コロナウイルス感染症が第5類感染症に移行したことで、

ようやく対面でのイベント開催が可能となり、徐々に活気を取り戻し始めまし

た。そこで今回、 科技 界にも活気を取り戻すためのきっかけとして、第２

回近畿デンタルサミットを開催する運びとなりました。さらにデジタル化によ

る若い世代の台頭に向け、バトンを次世代へ引き継いでいくことを念頭に、大

会テーマを “次世代への継承” としました。そのため、学術で著名なレジェン

ド 科技  や卒後数年の現在臨床で活躍する中堅 科技  の講演を開催す

ることにより、若い 科技  達である次世代へ繋ぐ学術 会を 指します。

本 会は 阪府 科技  会が中 となり、 政をはじめ 科業界各  か

らの支援を受け開催されます。次世代へ継承していくため、ご参加される方々

には大いに刺激を受け、明日からの活力にしていただけることを願います。



第2回近畿デンタルサミット開催にあたり
 般社団法  阪府 科技  会

会 前川 清和

感 謝
本日、第２回近畿デンタルサミットの開催を迎えることができました。当初

は1,000 名の参加者を目標に設定し少し強気の設定だったかなと思いましたが、
10月の下旬に入るころすでに目標を超える参加申し込みをいただきました。こ
れだけ多くの方々にご参加いただけますこと、先ずは御礼申し上げます。
さて、今回の本大会は、コロナ禍におけるリモート講演とは異なり、従来の

臨場感のある対面での開催を企画しました。このことも多くの方々が参加申し
込みをしていただけた要因の一つなのかもしれません。我々としてはうれしい
悲鳴ではありますが、1,000 名を超えるような講演会は 阪府 科技  会と
してこれまで経験がありません。また講師陣も20名を超える大掛かりな大会と
なります。そのため、参加者の皆様だけでなく講師の先生方にも行き届かない
ことがあるかもしれませんが、スタッフ一同精一杯努力いたしますのでよろし
くお願い申し上げます。
また今回のデンタルサミットのテーマとして「次世代への継承」を挙げさせ

ていただきました。そのため、若手を積極的に登用することで経験を積んでも
らいたいということから、新しい試みとして、各会場には本年 科技  会に
入会したばかりの新卒者や現専攻科学生からなるスタッフを配置し司会進行を
お願いしています。そのため、慣れない進行でご迷惑をお掛けすかもしれませ
んが、若手を育てるという大きな気持ちでどうか温かく見守っていただければ
幸いです。
本日お越しいただいた皆様が少しでも「行ってよかった！」と思っていただ

けるような大会運営に努めて参りますので、有意義な一日をお過ごしください。
最後になりましたが、当日の運営に携わる80名を超える 阪府 科技  会の
スタッフ、また本 まで熱意ある準備運営に携わっていただいた   会 お
よび下郡実 委員 には、この場をお借りして より感謝申し上げます。
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【主催】
一般社団法人  阪府 科技  会

【特別後援】
一般社団法人  阪府 科医師会

【後 援】
厚生労働省
大阪府

公益社団法人  本 科医師会
公益社団法人  本 科技  会
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